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研究成果の概要： 
本研究では、交通流動の生じる根源的要因である、経済活動の空間的分布を分析するモデルを

開発し、様々なタイプの交通政策が、経済の空間構造の変化を伴いながら、地域間の交通流動

に及ぼす影響を分析するとともに、経済厚生の観点から代替的交通政策の評価を行った。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 3,500,000 0 3,500,000 

  2006 年度 4,500,000 0 4,500,000 

2007 年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

2008 年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

総 計 15,000,000 2,100,000 17,100,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経済学・応用経済学 
キーワード：空間経済学、交通経済学、インフラストラクチャ、ネットワーク、交通投資、交

通料金 
 
 
１．研究開始当初の背景 
交通経済学において交通料金や投資などに
関する政策分析は重要なトピックであり、長
年にわたって多くの研究が蓄積されてきた。
しかしそのほとんどが空間を捨象した、一点
経済を想定したものであった。そもそも交通
とは、人や物の空間的移動である。料金政策
や投資などの分析にも「どこからどこにどれ
だけ交通が行われるのか」という情報にもと
づいて、「どこでいくらの」料金を徴収し、「ど
こにどのような」交通施設を建設すべきかを

決めねばならない。交通経済の空間的側面に
焦点をあてた政策分析の方法論は未開発で
ある。 
 
２．研究の目的 
本研究は、空間を明示的に考慮した都市・地
域経済学の分析手法を交通経済学の枠組み
に導入することにより、現実的な政策分析を
めざすものである。本研究では、交通流動の
生じる根源的要因である、経済活動の空間的
分布を分析するモデルを開発すること、そし
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て空間経済における様々なタイプの交通政
策を分析する手法の開発、およびそれらの手
法の応用を通じて、政策提言を行うことを目
的とする。具体的な研究課題は以下の通りで
ある。 
(1)経済活動の立地と交通流動の理論モデル
開発 
(2)代替的な交通ネットワークの整備効果の
評価 
(3)交通ネットワークにおける料金設定と投
資政策 
(4)空間経済におけるネットワーク形成のモ
デル 
 
３．研究の方法 
上述の４つの研究課題に対応させて記す。 
(1)経済活動の立地と交通流動の理論モデル
開発 
「新しい空間経済学」の枠組みを拡張し、交
通ネットワークによって結ばれた多地域シ
ステムを対象とした一般均衡モデルを開発
する。その際、ネットワーク空間を対象とし
たモデルは解析的なアプローチによって理
論的結果を得ることは困難であるので、コン
ピュータを用いた数値シミュレーションの
方法の開発も行う。 
(2)代替的な交通ネットワークの整備効果の
評価 
本研究では、上で開発した、空間経済モデル
を用いたシミュレーションを通じて、代替的
整備政策の下で空間構造の変化と経済厚生
の水準を計算し、比較評価する。仮想的空間
を対象として、いくつかの典型的なネットワ
ーク整備パターンの比較分析を行う。 
(3)交通ネットワークにおける料金と投資政
策 
複数の主体が交通インフラの整備水準と料
金を定め、それに応じて経済活動の立地や交
易パターンが決まるようなモデルを構築す
る。このとき輸送費は料金や整備水準に依存
するので内生的に決まる変数になる。ここで
は上述のような分権的意思決定が資源配分
上どのような問題を生じさせるかを考察す
る。また資源配分の効率性を改善する手段と
して、インフラ整備費用の国家間補助の効果
を分析する。二国から成る経済を対象として、
均衡における料金と整備水準を求める。そし
て国家間に所得格差がある場合、他国のイン
フラ整備に補助金を与えることの効果を分
析する。 
(4)空間経済におけるネットワーク形成のモ
デル 
航空輸送におけるハブ･スポーク･システム
などは、輸送密度の経済のような交通特有の
技術特性を背景として、企業が交通ネットワ
ークを分権的に構築したものといえる。本研
究では、空間経済においてネットワークの構

造が内生的に決まるモデルを構築する。そし
てそのようなネットワーク構造が資源配分
上いかなる問題を引き起こすかについて分
析することにより、公的介入のあり方を議論
する。 
 
４．研究成果 
上述の４つの研究課題に対応させて記す。 
(1)経済活動の立地と交通流動の理論モデル
開発 
文は、対称に立地した４都市から成る経済を
対象とした空間経済モデルを開発し、様々な
パラメータの組み合わせと均衡解のパター
ンについて、シミュレーション分析を行った。
数値解析による分析は、得られる均衡解が、
計算に入力したパラメータ値に依存すると
いう点で一般性に欠けるという問題がある
が、本研究では多くのパラメータをシステマ
ティックに組み合わせ、それぞれに対して均
衡解を求めた上で、それらの定性的パターン
を分析するアプローチを開発した。 
森と藤田は、連続空間において多数の財が生
産される経済のモデルを構築し、異なる財の
輸送費に異なる変化が生じた場合に、空間構
造の集積・分散パターンを分析した。この成
果は Portuguese Economic Journal に掲載さ
れた。 
(2)代替的な交通ネットワークの整備効果の
評価 
文は、仮想的空間を対象とした空間経済モデ
ルにもとづいて、初期の均衡における大都市
と小都市を結ぶリンクを整備した場合と小
都市間のリンクを整備した場合の結果を比
較した。前者の場合には大都市への集中が激
化するが、後者の場合は集中が緩和すること
が確かめられた。また後者の場合には、大都
市の立地が変化する場合も示された。さらに
ネットワークにおけるリンクの整備順序が
及ぼす効果すなわち歴史的経路依存性につ
いて分析したところ、整備順序が異なれば大
都市への集中や分散について異なった結果
が生じうることが示された。 
(3)交通ネットワークにおける料金設定と投
資政策 
 文は中川との共同研究を行い、隣接する二
国間を結ぶ交通インフラストラクチャの投
資について各国政府が分権的に意思決定し
た場合、投資水準が過小になることを示した。
そして所得水準の低い国におけるインフラ
整備のために所得の高い国から補助金を与
えた場合、両国の厚生が改善するという、パ
レート改善が起こりうることを理論的に示
した。このようなパレート改善は二国間の所
得水準の差が十分に大きいか、十分に小さい
場合に生じることを明らかにした。この研究
の成果をまとめた論文は Annals of Regional 
Science に掲載された。 



 

 

上記の研究をさらに発展させ、国際交通イ
ンフラストラクチャの料金と整備水準に関
する代替的メカニズムについて分析した。そ
の結果、各国が自国の厚生を最大化するよう
に料金と投資水準を選ぶと、料金が過大とな
り投資が過小になること、そしてその場合の
社会厚生はインフラストラクチャの利用を
無料とした場合よりも悪化することが示さ
れた。本年度は、実際のデータに基づいてモ
デルのパラメータに現実的な値を与えてシ
ミュレーション分析を行うことにより、二つ
の国の規模や所得水準が非対称なケースに
ついても分析を拡張したが、現実的なパラメ
ータの範囲では非対称のケースでも対称な
ケースについて得られた上述の結論が妥当
することが示された。 
(4)空間経済におけるネットワーク形成のモ
デル 

文はハブ･スポーク型ネットワークを想定
し、ハブ空港およびスポーク空港が国営、公
営、民営である場合の料金と投資政策を記述
するモデルを構築し、運営方式の組み合わせ
のもとでの経済厚生を評価した。その結果、
スポーク空港が公営の場合に投資が過小に
なること、民営の場合はさらに少なくなるこ
とが示された。したがって日本を含めいくつ
かの国で行われている内部補助政策には資
源配分を改善する可能性があることを指摘
した。 

小林と松島は、頻度の経済性を考慮した独
占航空サービス市場モデルを定式化し，ハブ
＝スポーク（HS）型あるいはポイント・ツゥ・
ポイント（PP）型のような、代替的なネット
ワーク構造が航空企業の利潤や社会的厚生
に及ぼす影響について分析した。長期的な傾
向である余裕時間制約の増加，潜在的な航空
需要の増加が，PP型ネットワークの採用を促
すことを示した。この成果をまとめた論文は、
土木計画学研究・論文集に掲載された。 
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